
 

 

○信濃町ふるさと移住体験施設の設置及び管理等に関する条例施行規則 

平成28年２月15日信濃町規則第６号 

信濃町ふるさと移住体験施設の設置及び管理等に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、信濃町ふるさと移住体験施設の設置及び管理等に関する条例（平成27年条例

第33号。以下「条例」という。）第16条の規定により、信濃町ふるさと移住体験施設（以下「移

住体験施設」という。）の管理等に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用の申込み等） 

第２条 条例第５条の規定により移住体験施設を使用しようとする者（以下「使用者」という。）

は、事前に当該施設の空き状況を電話等により確認したうえで、使用しようとする日の７日前ま

でに信濃町ふるさと移住体験施設使用申込書（様式第１号。以下「申込書」という。）を町長に

提出しなければならない。 

２ 町長は、前項に規定する申込書を受理した場合は、これを審査し、速やかにその適否を信濃町

ふるさと移住体験施設使用決定通知書（様式第２号）により使用者に対し交付するものとする。 

（使用料の減免等） 

第３条 条例第10条の規定により使用料を免除する場合は、次の各号のいずれかに該当する場合と

する。 

(１) 町又は町の執行機関が主催者又は共催者として使用する場合 

(２) 行政上必要な行事で国、県又は地方公共団体等が使用する場合 

(３) 教育上必要な行事で町内の保育園及び信濃小中学校が使用する場合 

(４) 町を後援者として使用する場合 

２ 前項各号に掲げる場合のほか、町長が特に必要があると認めるときは、使用料を減額し、又は

免除することができる。 

３ 条例第10条の規定により使用料の減額又は免除を受けようとする者は、申込書を提出する際に、

信濃町ふるさと移住体験施設使用料減免申請書（様式第３号。以下「申請書」という。）を町長

に提出しなければならない。ただし、第１項第１号から第３号までに掲げる場合については、こ

の限りでない。 

４ 町長は、申請書を受理し、使用料の減額若しくは免除を決定したとき又は使用料の減額若しく

は免除をしないと決定したときは、信濃町ふるさと移住体験施設使用料減免決定通知書（様式第

４号）を当該使用者に交付するものとする。 



 

 

（指定管理者に管理を行わせる場合の読替規定） 

第４条 条例第11条の規定により、指定管理者に移住体験施設の管理を行わせる場合における第２

条の適用については、「使用」とあるのは「利用」と、「町長」とあるのは「指定管理者」と読

み替えるものとする。 

（委任） 

第５条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 



 

 

様式第１号（第２条関係） 

 



 

 

様式第２号（第２条関係） 

 



 

 

様式第３号（第３条関係） 

 



 

 

様式第４号（第３条関係） 

 


